
数学④コース「数学の公式を実感しょう」

数学科・内藤

1.はじめに

円の嬬箱・球の衣浦秘・体秘など既習の公式であるが、その成り女ちを説明することは

難しい。作業を通して公式を災感し、商佼の鞁分の単元へつなげる。

2.授業について

①円周率の定筵の確認

②作業1「円の滴禎公式を確綛、」

円形の画j・瓣既を合同な厨形に如り分ける。

池べ方を変えて、どのような形に近dくかを秀える,

(本来ここは中学校の教科i井に裁っているものであるが、円周率の定義の確認のた

めに追加)

コ円の半径、円周の長さの半分を2辺とtる長方形に近ノづく

=)円周率の定義から衆智の面我i公i弌を導く

③球の体利松式

半球を用意し、②の蛸形に替わるものを予想tる。

コほとんど黛見がa_1ず。

(中学の教科・井では合同な四免すい状の立体に分けているはずである。

ただしこの説明は球の擬卿糠を既知としている。)

底画に垂直な半径を等分した海さをも0円柱の和と{,汚えられることを模型で確

この説明は厳密には高佼2・3年次の数列・極隈を利用する",刃
ルL、0

④作業2 隠1ミの表面積公式を確認」

この島たりまでくると球而に口ーブを巻きつけて

(ローブの幅) X (長さ)=住そ血仟m

とtるこ上への途和感はなくな0ている。

用意した半球に実際に1ユープを巻き0けて球の表面積を尖感。半球の底面積との

大きさの遂いを口ーフの長さで確かめた。

次に③の円柱を羽挑]して表面秘を老えることはできないかを苛えた。

3、まとめ

①、②は小岸*知中学1年次で学ソνでいるはずであるが、参加した中岸●年生は2人と

も思いだtのに時問がカゾP0た。

而禎の基木を体感L、抽染の極'みである商絞3年次の区分求繊法につながるように印象

に残ってほしい。
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